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左
の
二
枚
の
写
真
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。
ま
ち
を
花
い
つ

ま
ち
を
き
れ
い
に
し
よ
う
ぱ
い
に
し
よ
．
と
汗
を
流
孝
老
人
〃
ラ
ブ
；
と
㈱
簑
轌
」

あ
る
不
法
投
棄
の
ゞ
コ
ミ
の
山
を
か
た
ず
け
る
市
職
員
で
す
。

「
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
」
に
す
る
た
め
に
は
、
市
民
の
み

毎
月
第
三
日
曜
日
は
な
さ
ん
の
心
が
け
次
第
で
す
。
ま
ず
、
身
の
ま
わ
り
の
清
掃

「
清
掃
の
日
」
で
す
慰
恥
匪
言
琴
涯
弛
詫
幽
漕
啼
蕊
癖
加
挿
壱
湘
確
桐
を
「
清

も

や

樟

成功…う⑥4，年茨城国体
高萩市は一般準硬式野球の会場です
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（2）市 報 た は ぎか(6月号）

昭
和
四
十
九
年
に
開
か
れ
る

茨
城
国
体
の
高
萩
市
実
行
委
員

会
第
三
回
総
会
は
、
五
月
二
十

三
日
中
央
公
民
館
で
行
な
わ
れ

四
十
八
年
度
の
事
業
計
画
・
予

算
、
国
体
募
金
協
力
会
の
設
置

旗
・
き
よ
（
炬
）
火
リ
レ
ー
委

員
会
の
設
置
、
リ
ハ
ｌ
サ
ル
大

会
の
開
催
な
ど
を
協
議
し
ま
し

た
。

茨
城
国
体
の
開
催
も
、
六
月

十
日
現
在
で
夏
季
大
会
ま
で
四

四
五
日
、
高
萩
市
で
一
般
準
硬

式
野
球
が
行
な
わ
れ
る
秋
季
大

ヨ
言
・
二
三
・
“

二

・
・
二
三
△
。

言

三

二

二
二
一
阜
△

三
一
・

阜
二

・
・
．
・
二
三
△
三
二
口
△
』
二

号

三

高萩市老人いこいの家 市
民
総

仰
年
「
号

とぶき荘」｢こ

6月1 5日にオーブン

参
加
で

《
城
国
体
」
を
成
功
さ
せ
よ
う

市
実
行
委
員
会
第
三
回
総
会
開
か
る

…‐公 曇

会
ま
で
四
九
六
日
と
せ
ま
り
、

開
催
準
備
は
、
関
係
機
関
、
各

種
団
体
の
協
力
に
よ
り
順
調
に

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
競
技
会

場
と
な
る
市
営
野
球
場
は
、
昨

年
七
月
に
完
成
し
、
関
連
道
路

の
高
萩
・
和
野
線
も
全
面
舗
装

さ
れ
ま
し
た
。

あ
と
は
受
け
入
れ
態
勢
に
万

全
を
期
す
る
こ
と
で
す
。
開
催

当
日
は
遠
来
か
ら
選
手
、
役
員

視
察
員
が
お
お
ぜ
い
ま
い
り
ま

す
。
こ
の
か
た
が
た
を
ま
ご
こ

ろ
を
も
っ
て
迎
え
る
た
め
に
、

譜

騒然悪寒 一

一

讓i謡雷識迩蕊弓蕊涯溌蕊灘蕊
花
い
っ
ぱ
い
運
動
、
清
掃
運
動

な
ど
の
市
民
運
動
を
活
発
に
行

な
い
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ひ

と
り
ひ
と
り
が
国
体
の
意
義
を

認
識
し
、
総
力
を
あ
げ
て
「
水

と
緑
の
ま
ど
こ
ろ
国
体
」
を
成

功
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。

市
国
体
実
行
委
員
会
の
本
年

度
の
お
も
な
る
事
業
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

○
総
務
企
画
関
係

県
実
行
委
員
会
・
関
連
機
関

と
の
連
絡
調
整
、
千
葉
国
体
視

察
、
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
の
実
施

待
望
の
老
人
い
こ
い
の
家

「
こ
と
ぶ
き
荘
」
が
完
成
し
、

六
月
十
五
日
に
オ
ー
プ
ン
さ
れ

ま
す
。こ

の
「
こ
と
ぶ
き
荘
」
は
、

八
幡
宮
の
西
、
安
良
川
字
カ
ッ

タ
沢
の
静
か
で
風
致
に
富
ん
だ

場
所
で
、
将
来
は
市
民
い
こ
い

の
場
と
し
て
整
備
さ
れ
る
、
そ

の
は
じ
め
の
施
設
と
し
て
建
設

さ
れ
た
も
の
で
す
。

施
設
は
、
敷
地
面
積
一
八
四

九
・
二
五
平
方
メ
ー
ト
ル
、
建

家
三
八
五
・
二
九
平
方
メ
ー
ト

ル
鉄
筋
平
家
建
で
、
七
十
人
収

容
の
規
模
で
す
。
内
部
講
造
は

ス
テ
ー
ジ
付
大
広
間
（
四
十
畳
）

和
室
二
間
（
十
畳
．
十
四
畳
）

浴
室
、
事
務
所
な
ど
が
備
え
て

: 『 『 『 『 鍛迩鑑:目

計
画
、
国
体
だ
よ
り
の
発
行
、
○
競
技
関
係

国
体
啓
も
う
の
推
進
競
技
役
員
養
成
・
国
体
音
頭

○
施
設
関
係
普
及
講
習
会
の
開
催
、
リ
ハ
ー

接
客
サ
ー
ビ
ス
・
献
立
講
習
サ
ル
大
会
の
実
施
、
競
技
役
員

会
の
開
催
、
記
念
品
・
桑
や
げ
の
編
成
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
編

品
の
試
作
、
役
員
・
選
手
・
視
察
成
お
よ
び
養
成

員
の
配
宿
計
画
、
旅
館
関
係
者
○
市
民
運
動
関
係

と
の
連
絡
調
整
市
民
運
動
推
進
協
議
会
と
の

一

』
・
二
言
』

二

壱
二
二
一
・
■
■

三

・

二

言

・

■

二

三

』

Ｅ

二

一

■
■
一
二

・
・
二
一
寺
■
皇
二

・

二

二

弓

二

・
二
菫
宇
・
■
二
菫

三
二
三
■
■
一
二
』
弓
一
二
壷
・
■

』

三

二

一

■
■
三
竜

・
二

・

守
主

二
二
二
臣
・
■
■
一
」
三

・
二

■
・
■
・
一
二
一
『
■
冑

あ
り
ま
す
。
○
定
休
日

最
近
と
み
に
活
発
に
な
っ
て
毎
週
火
曜
日
、
祝
祭
日
の
翌

き
ま
し
た
市
内
老
人
ク
ラ
ブ
の
日
お
よ
び
年
末
年
始
（
十
二

拠
点
と
し
て
、
ま
た
長
い
人
生
月
二
十
九
日
か
ら
翌
年
一
月

の
苦
労
を
共
に
い
た
わ
り
あ
う
三
日
）

い
こ
い
の
場
と
し
て
、
休
養
、
○
使
用
時
間

研
修
、
会
議
な
ど
に
広
く
利
用
午
前
九
時
１
午
後
四
時

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
○
使
用
料
金

し
た
。
・
市
内
居
住
六
十
歳
以
上
の
老

○
申
し
込
み
方
法
人
（
無
料
）

い
こ
い
の
家
事
務
所
、
ま
た
・
一
般
の
使
用
（
一
人
一
日
二

は
市
福
祉
事
務
所
に
備
え
付
百
円
）

け
の
使
用
許
可
申
請
書
に
、
○
申
し
込
朶
先

所
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出
市
福
祉
事
務
所
（
電
話
二
こ

し
て
く
だ
さ
い
。
申
し
込
率
五
○
内
線
二
六
番
）

は
、
一
週
間
く
ら
い
前
に
し
※
浴
室
の
利
用
は
原
則
と
し
て

て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
利
用
十
人
以
上
の
利
用
者
の
あ
る

者
の
状
況
に
よ
り
前
日
ま
た
場
合
と
し
ま
す
。

は
当
日
で
も
受
け
付
け
ま
す

篝
塞

落

癖
目

’
鴬

鱒蕊蕊
碍舗

市所役玄関 こ建てられた国体PR板

連
絡
調
整
、
市
民
運
動
推
進
員

の
委
嘱
、
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
・

花
だ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
の
実
施
、

国
体
協
力
菊
の
会
の
設
置
お
よ

び
早
咲
き
苗
の
展
示
会

茨
城
国
体
の
準
備
と
大
会
運

営
費
に
あ
て
る
た
め
、
県
実
行

委
員
会
の
定
め
た
募
金
要
項
に

基
づ
い
て
、
高
萩
市
で
も
募
金

を
推
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
す
で
に
国
体
募
金
協
力
会

が
設
置
さ
れ
、
百
八
十
万
円
を

目
標
に
本
年
度
か
ら
募
金
を
行

な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ゑ

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

社
会
福
祉
事
業
に

○
佐
藤
智
さ
ん
Ⅱ
安
良
川

（
父
正
一
さ
ん
の
遺
志
に
よ
り

香
料
返
礼
を
取
り
止
め
て
）

一
○
○
、
○
○
○
円

中
央
公
民
館
図
書
費

○
高
萩
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

一
四
四
、
○
○
○
円

苗
木
の
寄
贈

○
国
鉄
Ｏ
Ｂ
会

（
六
号
国
道
ｌ
ビ
ー
チ
ガ
ー
デ

ン
の
間
に
）

ア
ン
ズ
の
木
九
十
本

○
大
高
一
三
さ
ん
Ⅱ
安
良
川

（
市
役
所
ロ
ー
タ
リ
ー
に
）

さ
つ
き
一
○
○
本

難

差
呈
忌

あ
ｎ
が
と
つ

|
差
呈
忌 ’

国
体
募
金
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
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（3） 市 報 た か は ぎ (6月号）

に
わ
た
る
県
の
施
策
に
対
し
て

県
政
モ
’
一
タ
ー
制
度
と
は
、
末
（
三
月
三
十
一
日
）
ま
で
の

県
政
を
県
民
に
知
っ
て
い
た
だ
期
間
で
、
全
県
で
百
二
十
人
お

く
と
と
も
に
県
民
の
声
を
行
政
り
、
今
年
度
高
萩
市
で
は
次
の

に
と
り
入
れ
、
い
わ
ゆ
る
血
の
二
人
が
委
嘱
さ
れ
、
現
在
活
踵

通
っ
た
行
政
、
県
民
と
と
も
に
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

あ
る
県
政
を
実
現
す
る
一
つ
の
▽
神
長
吉
麿
さ
ん
（
師
）
Ⅱ
高

方
法
と
し
て
、
茨
城
県
で
は
昭
浜
町
三
’
七
三
（
食
料
品
店
）

ｆ
洲
Ｖ
Ｊ
ｋ
Ｖ
１
入
り
ｊ
Ａ
Ｖ
１
酬
ｕ
ｊ
Ｋ
Ｖ
Ｉ
Ａ
ｖ
ｊ
Ａ
Ｖ
Ｉ
１
０
ｊ
ｌ
Ｕ
Ｉ
入
り
ｊ
入
り
Ｉ
入
り
ｊ
Ａ
Ｙ
ｌ
ｎ
ｙ
Ｊ
０
１
１
ｎ
Ⅵ
ｊ
、
リ
ー
１
０
７
ｊ
Ｏ
１
１
０
１
Ｊ
ｈ
Ｙ
Ｉ
Ａ
ｙ
ｊ
ｎ
Ｙ
Ｉ
ｎ
則
Ｊ
ｌ
リ

県
政
モ
ニ

神
長
吉

神
保

帝鞠誤掘撚鐘

蕊
神長さ人

タ
ー
傘
十
睡

掘
さ
ん
活
躍
中

和
三
十
六
年
、
全
国
に
さ
き
が

け
て
採
用
し
た
も
の
で
す
。
モ

’
一
タ
ー
は
、
県
民
と
県
政
の
橋

渡
し
を
し
て
い
た
だ
く
意
味
か

ら
、
当
面
す
る
、
ま
た
は
将
来

｢こどもらくがき大会」に

チビヅコ500人大集合
△
神
保
力
さ
ん
（
羽
）
Ⅱ
高
萩
如

七
九
七
（
大
心
苑
勤
務
）
州

独
居
老
人
な
ど
の

ふ
と
ん
乾
燥
実
施
中
卜

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
六
岬

月
六
日
独
居
老
人
、
ね
た
き
り
Ⅲ

老
人
、
身
体
障
害
者
家
庭
百
六
州

十
世
帯
を
対
象
に
希
望
を
と
り
”

申
し
込
み
の
あ
っ
た
十
二
世
帯

四
十
枚
の
ふ
と
ん
を
集
め
乾
燥
ｗ

を
行
な
い
、
各
世
帯
に
配
達
し
小

た
い
へ
ん
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
Ⅷ

こ
れ
は
、
共
同
募
金
会
で
乾
脚

燥
車
を
購
入
し
、
県
内
を
巡
回
岬

サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
る
も
の
で
恥

す
。
一
日
の
処
理
能
力
は
六
十
卜

枚
ぐ
ら
い
で
す
の
で
、
希
望
枚
州

数
が
ま
と
ま
れ
ば
い
つ
で
も
実
州

施
し
ま
す
。

希
望
者
は
、
自
宅
ま
で
の
見
叩

取
図
と
ふ
と
ん
の
枚
数
を
雪
い
ｗ

て
、
市
福
祉
事
務
所
内
社
会
福
小

祉
協
議
会
事
務
局
（
電
話
二
二
叩

五
○
内
線
二
六
番
）
へ
申
し
込
岬

ん
で
く
だ
さ
い
。

側
ｙ
Ｊ
ｈ
Ｉ
０
７
Ｊ
Ｖ
１
１
ｎ
Ｙ
Ｊ
Ａ
Ｖ
１
Ａ
ｖ
Ｊ
Ｉ
り
１
１
門
Ｕ
Ｊ
Ｊ
ｈ
ｖ
１
１
ｎ
ｖ
ｊ
ｆ
ｎ
Ｙ
１
Ａ
Ｕ
ｊ
Ｊ
ｈ
Ⅲ

十
枚
の
ふ
と
ん
を
集
め
乾
燥
脚
七
月
十
八
日
か
ら
電
話
に

行
な
い
、
各
世
帯
に
配
達
し
叶

い
へ
ん
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
市
内
局
番
「
２
」
が

こ
れ
は
、
共
同
募
金
会
で
乾
岬
つ
き
ま
す

車
を
購
入
し
、
県
内
を
巡
回
高
萩
市
の
電
話
は
今
秋
大
幅

刊
圭
串
罐
叫
班
識
施
叫
神
耗
な
増
設
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す

ぐ
ら
い
で
す
の
で
、
希
望
枚
恥
こ
れ
を
機
会
に
七
月
十
八
日
の

か
ま
と
ま
れ
ば
い
つ
で
も
実
州
午
後
２
時
か
ら
、
高
萩
局
の
電

し
ま
す
。
岬
話
全
部
に
市
内
局
番
「
２
」
を

希
望
者
は
、
自
宅
ま
で
の
見
州
つ
け
て
、
五
ケ
タ
の
電
話
番
号

凶
と
ふ
と
ん
の
枚
数
を
雪
い
州
に
変
更
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

・
市
福
祉
事
務
所
内
社
会
福
恥
た
。

蝿
嶬
罐
華
鵠
銅
）
（
電
需
匡
逵
州
変
更
の
内
容
は
、
現
在
の
四

ト
ヶ
タ
の
電
話
番
号
は
そ
の
ま
ま

で
く
だ
さ
い
。

１
１
ｉ
州
と
し
て
、
電
話
番
号
の
ま
え
に

館
叩
紙
坂
や

岬
「
２
」
を
つ
げ
て
五
ケ
タ
（
た

民
５
用
の
が
。
‐

公
、
た
前
ん
た
州
と
え
ば
２
１
１
２
３
４
）
に
な

央
は
れ
杖
ま
し
州
り
ま
す
。

中
に
ら
学
た
ま
小

、
れ
は
小
し
し
叫
ま
た
、
お
待
ち
い
た
だ
い
て

匪
差
圭
謹
謡
崎
鎚
叩
い
る
お
申
し
込
み
中
の
電
話
は

の
た
外
、
を
日
州
九
月
下
旬
ご
ろ
か
ら
順
次
架
設

も
し
の
し
性
１
小
し
て
い
く
予
定
で
す
が
、
こ
の

ど
ま
館
く
個
い
小

こ
れ
民
つ
れ
し
州
電
話
に
は
市
内
局
番
「
３
」
が

の
か
公
き
ぞ
楽
岬
つ
け
ら
れ
ま
す
。

日
開
、
か
れ
、
月
カ
リ
を
そ
て
岬
現
在
電
話
を
お
待
ち
の
柔
な

Ｆ
烏
〕
＄
、
。

、
、
ｑ
Ⅱ

缶
認
》
鍋
恥
州
州
津
野
姪
唖
壬
叱
銅
州
都
拓
麺
珂

峠
搾
聖
唾
州
雑
価
恥
錘
村
唾
蟄
峨
輌
誌
建
永
諦
鋤

詠
陀
屋
躰
嘩
諏
州
い
い
た
し
ま
す
。

Ｈ

で
人
く
道
怪
洲
（
高
萩
電
報
電
話
局
）

し
て
い
く
予
定
で
す
が
、
こ
の
州
電
気
が
消
え
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市報 た か は ぎ （4）(6月号）

都市計画について

7月7日公聴会を開きます

建築基準法の一部改正に伴う用途地域

の決定と、都市計画道路を変更するため

市の柵想について公聴会を開きます。こ

れは、都市計画を進めるうえで基本とな

る重要な意義をもつのです。

そこで公聴会を開き、市民のみなさん

のご意見を反映させたいと思いますので

公共的、公益的立場にたった有益なご意公共的、公益的立場に

証明で、請求により法務省令に定めた

上質用紙の証明書は、 1件で500円

※住民票・印鑑証明害の交付手数料は、

今までとおり1枚につき50円です。

6月の納税
＆

市県民税

国民健康保険税
憾
塑 ザ

母子・寡婦福祉資金を

ご利用ください

母子世帯、寡婦（未亡人）世帯の生活

安定と向上をはかるため、母子福祉資金

寡婦棉祉資金貸付けの制鹿があります。

こｵ1には､_住宅、事業開始継続、療養

市役所保険年金課

妊娠中の生活の心得、産後の生活など

保険証提示を忘れずに

4月1日から国民健康保険証が新しくな

り、旧保険証では病院での診療は受けら

れません。まだ更新されていないかたは

市保険年金課で至急更新してください。

また診療のときは、必ず新しい保険証

を病院の窓口へ提出してください。

見をお寄せくださるよ

うお願いします。

意見を述べることを

希望されるかたは公述

申出吉を6月29日（金）

までに高萩市本町1丁

目100番地高萩市長鈴

木藤太あてに提出して

ください。

詳しいことについて詳しいことについて

修学、生活資金など各

種の貸付けがあります

から、希望者は、民生

委員、母子相談員、母

子協力員、白萩会（未

亡人会）役員のかたと

相談のうえ、市福祉事

務所へ申し込んでくだ

さい。
越え烏‘三群且．

は、市役所事業部

都市計画課（電話2250内線35, 40番）へ

お問い合せください。

公聴会を傍聴したいかたは、公聴会の

当日直接会場へおいでください。

○開催日時7月7日（土）午後1時から

会 場高萩市中央公民館

なお、市では48年度から返済する資金
の利子を補助することになりましたので

じゆうぶんにご活用くださるようお知ら

せします。

最近、燃えるごみの収集日に、燃えな

いごふをいっしょに出しているかたがた

いへんと多いようです。燃えないごみは

月2回の指定日のほかは収集し､たしませ

んから、収集日以外はぜつたいに出さな

いようお願いいたします。

収集は午前8時から行ないますから、

夜のうちに出さないで、必ず指定日の朝

出すようにしてください。

ご象のうち、燃えるものと燃えないも

のの区別は次のとおりです。

○燃えるもの

紙、布、わら、せんいなどのくず、ダ

ンボールー木竹片、その他燃えても無

害のもの、野菜くづ、残飯など十分に

水分を除いたもの

○燃えないもの

ガラス、あきピン、あきかん、セトモ

ノ､鉄くず､ ピﾆｰﾙ製品、ｽプﾚｰ

あきかん類（穴をあけて出すこと）

婦人ガンの検診
ガンは、本人の気付かないうちに進行

し、気がついた時には手おくれになるこ

とが多いため、早期発見、早期治療する

ことがいちばんよいことです。

次により婦人ガンの検診を行ないます

から、希望者は申し込んでください。

○対象者30歳以上の婦人

○検診日 7月16． 17日

○申し込み方法電話かハカ．キで、市衛

生課（電話2250内線2.34番）へどうぞ

○申し込み締め切り 6月30日

○料金500円○会場中央公民館

戸籍の手数料が

7月から変わります

戸籍の手数料は、国が戸籍法の規定に

よって定めることになっています。

（戸籍手数料令）

すでに新聞などでご承知のかたもある

と思いますが、 7月1から次のように変

ります。

①戸籍簿または除籍簿の閲覧手数料は、

1戸籍につき70円、その他届雪閲覧、

記載事項証明書の交付手数料は、 1件

につき70円

②戸湘謄本、抄本の交付手数料は、 1枚

につき70円

③戸糾に記載した事頂に|對する証明書は

1件につき70円

④雌AIM、養子緑組など、または認知届出
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蕊騨鍵
○一般市民相談毎日市民相談室

市政に対する苦情･要望･意見なとﾞ

○行政相談7月5日（木）午後1時から

311寺まで市民相談室

国や県、市に対･する苦情など

○交通事故ﾎ'1談 7月119(水）午前10

時から午後4時まで中央公民館

交通事故専門の相談
○厚生年金相談 7月18日 （水）午前10

時から午後2時まで

厚生年金･国民年金の相談

○心配ごと相談毎週木曜日午後1時か

ら3時研修会館家庭内の心配ごと

○家庭児童相談毎週火曜日午後1時か

ら3時研修会館児童の心配ごと

○妊婦相談コーナー毎週第1月曜日
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